
NO.1063
WEEKLY

2022-23年度国際ロータリー会長　ジェニファーE・ジョーンズ

第1069回 例会 今年度 第10回例会　令和4年9月16日(金)
会員数71名(出席免除1名)　欠席21名  出席率70％

■欠席者：有馬、海野、小西、鉄川、西川、西沢、埴生、濵村、福島、山中、原、加藤、熊上、光富、有川、藤本、
庄司、山形、田村、西村、山下

本日のプログラム　9 月30日（金）

卓話：長崎税務署法人課税第一部門　統括国税調査官
　　　白石　千二さん「インボイス制度の概要」

次回のプログラム　10 月７日（金）

休会（定款第7条第1節）
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また、ジェニファー・ジョーンズ会長は、同じその講演の中

で、「ロータリーの不思議な力」の源泉となる多様性・公平

さ・包摂を踏まえた会員の積極的参加の鍵として「女性」「

若者」「リーダーシップ」をあげておられました。わたくし

も現在の世界の流れからして「女性」「若者」「リーダーシ

ップ」こそ積極的参加の鍵であり、「ロータリーのつながり

」を強め、広め「ロータリーの不思議な力」を大きくする鍵

であると思います。そこで、「地区活動及びクラブサポート

の重点項目」を次の三つとし、皆様とともに取り組んでいき

たいと思います。

　一つ目は「女性会員の増強と女性会員の積極性と帰属意識

とが醸成されるような環境の整備」です。

今、女性の参加と活躍の増進は、色々な分野における多様性

・公平さ・包摂実現の取組みの中で中心的なものとなってい

ます。ロータリーも今まで女性会員の増加には力を入れてき

ましたが、2022-2023年度は加えて、女性会員が「ロータリ

上村春甫ガバナー公式訪問例会
うえむら しゅんぽ

ーはおもしろいな」「ロータリーに入ってよかったな」と思

えるような場や活動などを実現ししていきたい思います。ま

た、ジェニファー・ジョーンズ会長は「大切なのは会員にと

っての快適さと会員への配慮です」と先に紹介しました講演

の中で述べておられますが、責任ある仕事をやってもらうこ

とも含め、女性会員の快適さと女性会員への配慮とに思いを

はせ、女性会員の積極性と帰属意識とが醸成されるような環

境を整備していきたいと思います。

この点「ロータリーの友」2022年4月号の「アンケート・女

性会員に聞きました」という企画の中で、「男性女性を考え

ないクラブがいいです。気遣っていただくことが、居づらく

なることもあります。共に歩むことができればそれが素晴ら

しいことではないでしょうか」という女性会員の声が紹介さ

れていました。ご参考にして頂ければと思います。

　二つめは「青少年活動の活性化」です。

先程述べましたが、私は、サッカーJ1リーグのチームやバス

ケットB2リーグのチームのメディカルサポートをしています

が、それらのチームに若い新しい力が加わった時のチームの

めざましい変貌ぶりをまのあたりにしています。ロータリー

の将来も考えたとき、若い人の積極的参加は、「ロータリー

の不思議な力」を大きくするために不可欠であると思います。

ロータリーは、インターアクト、ローターアクト、RYLA（

ライラ）、国際青少年交換等多彩な青少年関係プログラムを

持っています。これらのプログラムをより充実させ、若い人

の積極的参加を促し、「ロータリーによるつながり」を強く、

広くしていきたいと思います。

　 三つめは「リーダーシップ開発活動の強化」です。

女性会員やローターアクターをはじめ各会員がロータリー

を本当に理解し自発的なモチベーションに基づくリーダー

シップを持てば、各会員はより積極的にその力を発揮し帰

属意識を持って、ロータリーに参加できるようになると思

います。それが、クラブの活性化を促し「ロータリーによ

るつながり」を強く、広くしていくと思います。

リーダーシップ開発ということでは、RLIがあります。

リーダーシップを進めることが出来る潜在能力を有するロ

ータリアンを見出し、ロータリアンにとって重要なリーダ

ーシップ技能と質の高い教育を提供するというRLIの目的に

ついては、私も深く賛同するところであり、RLI活動を活発

化させていきたいと思います。

「地区活動及びクラブサポートの重点項目」については以

上ですが、「重点項目」の基礎は「RI会長テーマ」ですの

で、「重点項目への活動目標」には「RI会長テーマの理解

と促進のサポート」を加えたいと思います。RI会長テーマ

「イマジン・ロータリー」を理解し活用して多様性・公平

さ・包摂を具現化する活動ができるようサポートしたいと

思います。また、目標達成のため全クラブにロータリー賞

への挑戦を推奨したいと思います。何か一つ挑戦していた

だくことでクラブに良い変化が生まれることと思います。

他の「重点項目への活動目標」は「月信7月号」に掲載して

おりますのでご参照下さい。

「継続的な重要課題への取組み」については、「会員の増強」

「各種寄付の拡充推進サポート・アドバイス」「RLIの活性化」

「ロータリー奉仕デーへの積極的参加」「My Rotaryアカウン

ト登録の増強」「クラブ活動計画策定及びクラブ目標設定の

サポート・アドバイス」の6つとします。詳細は「重点項目へ

の活動目標」と同様「月信7月号」に掲載しておりますのでご

参照下さい。

　 以上今年度の地区方針をお伝えしましたが、皆様に申すま

でもなく各クラブは自治権を有しており、今日迄　貴クラブ

で培われてこられたものを尊重の上地区方針を具現化して頂

ければと思います。

　朝の来ない夜はありません。「ロータリーの不思議な力」

を信じ、この1年　皆様とともに前に進んで行きたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。
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■開会・点鐘：前田会長

■四つのテスト：神保さん

■会長挨拶：前田会長

　皆さんこんにちは。本日は「ガバナー公式訪問例会」です。

ご来訪いただきました方々をご紹介させていただきます。

国際ロータリー第2740地区、ガバナー　上村春甫様、

同じく第2740地区、第10グループガバナー補佐　鶴田修様、

同じく第2740地区、地区幹事　山下雄司様、

同じく第2740地区、地区副幹事　益田裕司様、

そして、皆さまご存じ、6月までは長崎出島ロータリークラ

ブでしたが、ご栄転され、現在佐賀ロータリークラブでいら

っしゃいます、嘉村大輔様です。

皆さま、ようこそいらっしゃいました。本日はよろしくお願

いいたします。

　さて本日は時間に余裕がないとのことで、私の話は早々に終

わらせていただきますが、１つだけ案内させていただきます。

２か月後となりました第2740地区の地区大会が佐賀市にて

行われます。本年は特に鶴田ガバナー補佐を輩出しているこ

ともあり、私のわがままで貸し切りバスをクラブ会計から準

備することとしていただきました。会員皆さんで地区大会を

盛上げに参りましょう。そして帰りにはここにいらっしゃる

嘉村さん・牛島さんにお願いし、佐賀における松尾建設さん

への大きな忖度を利用し、会食会場として創業130有余年、

佐賀の伝統料理がいただける「旅館あけぼの」をご手配いた

だきました。このお店については事務局から13日火曜日に案

内のメールが送られており、そこから会場のホームページも

見ることができますので、ぜひご覧になり、参加の意思表明

をお願いいたします。それでは本日も楽しい例会としましょ

う。よろしくお願いします。

■幹事報告：亀川幹事

■来訪者

・国際ロータリー第2740地区 ガバナー　上村  春甫  様
・国際ロータリー第2740地区 第10グループガバナー補佐　鶴田  修  様
・国際ロータリー第2740地区 地区幹事　山下  雄司  様

・国際ロータリー第2740地区 地区副幹事　益田  裕司  様
・佐賀ロータリークラブ　嘉村  大輔  様
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①職業奉仕セミナーについて：10/1（土）13時半～神埼市

中央公民館にて開催されます。当クラブからは会長、柿山さ

ん、山中さんの3名参加予定です。

②米山の集いについて：10/1（土）13時半～諫早文化会館

にて開催されます。当クラブからは海野さんとレン君が参加

予定です。

③11/26地区大会について：9/13メールにて案内を送信し

ております。今年は鶴田ガバナー補佐を輩出しておりますの

で、沢山の方に参加して頂きたくクラブで貸切バスを準備し

ております。

【スケジュール】

10時長崎駅発～12時佐賀市文化会館着（昼食は車内で弁当

予定）～12時半～18時地区大会～19時～21時旅館あけぼの

にて懇親会～21時佐賀発～23時長崎駅着

④会長幹事会について：10/12（水）18：40～ホテルニュ

ー長崎にて開催されます。

⑤7月8月例会出席率表配布について：BOXに配布しており

ますので、各自ご確認下さい。

■ニコニコ披露：山﨑さん

5件　23,000円（累計　282,000円）　

上村ガバナー：長崎出島ロータリークラブ様、一年間よろし

くお願い致します。

前田さん：上村ガバナー、鶴田ガバナー補佐、山下地区幹事、

益田副地区幹事、ようこそいらっしゃいました。そして嘉村

さんお帰りなさい。明後日9月18日は次男雄馬の30歳の誕生

日であり、次男の子、つまり孫、敬大の2歳の誕生日です。

次男と孫は親子で同じ日の誕生日となりました。さらに25日

は私の父、富雄の88歳、米寿の誕生日です。親子四代、健康

で明るく楽しい日々が送れることを祈念し、ニコニコします。

塚本さん：第2740地区上村ガバナー、山下地区幹事のご来

訪を歓迎致します。本日はよろしくお願い致します。

また、ジェニファー・ジョーンズ会長は、同じその講演の中

で、「ロータリーの不思議な力」の源泉となる多様性・公平

さ・包摂を踏まえた会員の積極的参加の鍵として「女性」「

若者」「リーダーシップ」をあげておられました。わたくし

も現在の世界の流れからして「女性」「若者」「リーダーシ

ップ」こそ積極的参加の鍵であり、「ロータリーのつながり

」を強め、広め「ロータリーの不思議な力」を大きくする鍵

であると思います。そこで、「地区活動及びクラブサポート

の重点項目」を次の三つとし、皆様とともに取り組んでいき

たいと思います。

　一つ目は「女性会員の増強と女性会員の積極性と帰属意識

とが醸成されるような環境の整備」です。

今、女性の参加と活躍の増進は、色々な分野における多様性

・公平さ・包摂実現の取組みの中で中心的なものとなってい

ます。ロータリーも今まで女性会員の増加には力を入れてき

ましたが、2022-2023年度は加えて、女性会員が「ロータリ

草野さん：9月24日は主人の81歳の誕生日です。今年1月5日

で結婚53年になりました。金婚式の時は堤さんはじめロータ

リーの方々、教え子たち親子100数十名の方々にこのニュー長

崎ホテルで大変お世話になり、早くも3年が過ぎました。時の

経つのは早いものです。今年11月17日私の誕生日には3年ぶ

りにビートルズ演奏も再開したいと思っています。皆様奮っ

てご参加下さい。

柿山さん：9月12日朝8時前に出社し、スケジュール表を確認

しようとしていたら、11日に清掃事業と大きく書いてあり、

愕然としました。そうです、私は担当理事でありながら清掃

事業をすっぽかしてしまったのです。あまりにも申し訳ない

のでニコニコします。いえ、ニコニコさせて下さい。

■ガバナー卓話：上村ガバナー

　前田会長はじめ長崎出島クラブの皆様こんにちは。只今ご

紹介頂きました、今年度、国際ロータリー第2740地区のガバ

ナーを務めます上村春甫です。本日は、当クラブの例会を訪

問することが出来大変うれしく思っています。　　

また、長崎出島クラブにおかれましては、鶴田第10グループ

ガバナー補佐を輩出され地区にご協力頂いております。

改めて御礼申し上げたいと思います。ありがとうございます。

 　それではスクリーンをご覧下さい。私は、佐賀市で春陽会

という医療法人を運営しています。その中で、診察・治療に

加え、サッカーJ1リーグのサガン鳥栖やバスケットB2リーグ

の佐賀バルナーズのメディカルサポートをしたり、大相撲横

綱の照ノ富士への健康アドバイスなどをしています。ロータ

リーには1994年に入会しましたので、今年で28年目になりま

す。この間たくさんの人と知り合い、たくさんの事を学ばせ

てもらいました。今話しました医業をやっていくについての

有益な気づきも多くありました。本年度少しかもしれません

ーはおもしろいな」「ロータリーに入ってよかったな」と思

えるような場や活動などを実現ししていきたい思います。ま

た、ジェニファー・ジョーンズ会長は「大切なのは会員にと

っての快適さと会員への配慮です」と先に紹介しました講演

の中で述べておられますが、責任ある仕事をやってもらうこ

とも含め、女性会員の快適さと女性会員への配慮とに思いを

はせ、女性会員の積極性と帰属意識とが醸成されるような環

境を整備していきたいと思います。

この点「ロータリーの友」2022年4月号の「アンケート・女

性会員に聞きました」という企画の中で、「男性女性を考え

ないクラブがいいです。気遣っていただくことが、居づらく

なることもあります。共に歩むことができればそれが素晴ら

しいことではないでしょうか」という女性会員の声が紹介さ

れていました。ご参考にして頂ければと思います。

　二つめは「青少年活動の活性化」です。

先程述べましたが、私は、サッカーJ1リーグのチームやバス

ケットB2リーグのチームのメディカルサポートをしています

が、それらのチームに若い新しい力が加わった時のチームの

めざましい変貌ぶりをまのあたりにしています。ロータリー

の将来も考えたとき、若い人の積極的参加は、「ロータリー

の不思議な力」を大きくするために不可欠であると思います。

ロータリーは、インターアクト、ローターアクト、RYLA（

ライラ）、国際青少年交換等多彩な青少年関係プログラムを

持っています。これらのプログラムをより充実させ、若い人

の積極的参加を促し、「ロータリーによるつながり」を強く、

広くしていきたいと思います。

　 三つめは「リーダーシップ開発活動の強化」です。

女性会員やローターアクターをはじめ各会員がロータリー

を本当に理解し自発的なモチベーションに基づくリーダー

シップを持てば、各会員はより積極的にその力を発揮し帰

属意識を持って、ロータリーに参加できるようになると思

います。それが、クラブの活性化を促し「ロータリーによ

るつながり」を強く、広くしていくと思います。

リーダーシップ開発ということでは、RLIがあります。

リーダーシップを進めることが出来る潜在能力を有するロ

ータリアンを見出し、ロータリアンにとって重要なリーダ

ーシップ技能と質の高い教育を提供するというRLIの目的に

ついては、私も深く賛同するところであり、RLI活動を活発

化させていきたいと思います。

「地区活動及びクラブサポートの重点項目」については以

上ですが、「重点項目」の基礎は「RI会長テーマ」ですの

で、「重点項目への活動目標」には「RI会長テーマの理解

と促進のサポート」を加えたいと思います。RI会長テーマ

「イマジン・ロータリー」を理解し活用して多様性・公平

さ・包摂を具現化する活動ができるようサポートしたいと

思います。また、目標達成のため全クラブにロータリー賞

への挑戦を推奨したいと思います。何か一つ挑戦していた

だくことでクラブに良い変化が生まれることと思います。

他の「重点項目への活動目標」は「月信7月号」に掲載して

おりますのでご参照下さい。

「継続的な重要課題への取組み」については、「会員の増強」

「各種寄付の拡充推進サポート・アドバイス」「RLIの活性化」

「ロータリー奉仕デーへの積極的参加」「My Rotaryアカウン

ト登録の増強」「クラブ活動計画策定及びクラブ目標設定の

サポート・アドバイス」の6つとします。詳細は「重点項目へ

の活動目標」と同様「月信7月号」に掲載しておりますのでご

参照下さい。

　 以上今年度の地区方針をお伝えしましたが、皆様に申すま

でもなく各クラブは自治権を有しており、今日迄　貴クラブ

で培われてこられたものを尊重の上地区方針を具現化して頂

ければと思います。

　朝の来ない夜はありません。「ロータリーの不思議な力」

を信じ、この1年　皆様とともに前に進んで行きたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。
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また、ジェニファー・ジョーンズ会長は、同じその講演の中

で、「ロータリーの不思議な力」の源泉となる多様性・公平

さ・包摂を踏まえた会員の積極的参加の鍵として「女性」「

若者」「リーダーシップ」をあげておられました。わたくし

も現在の世界の流れからして「女性」「若者」「リーダーシ

ップ」こそ積極的参加の鍵であり、「ロータリーのつながり

」を強め、広め「ロータリーの不思議な力」を大きくする鍵

であると思います。そこで、「地区活動及びクラブサポート

の重点項目」を次の三つとし、皆様とともに取り組んでいき

たいと思います。
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とが醸成されるような環境の整備」です。
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・公平さ・包摂実現の取組みの中で中心的なものとなってい
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います。それが、クラブの活性化を促し「ロータリーによ

るつながり」を強く、広くしていくと思います。
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また、ジェニファー・ジョーンズ会長は、同じその講演の中

で、「ロータリーの不思議な力」の源泉となる多様性・公平

さ・包摂を踏まえた会員の積極的参加の鍵として「女性」「

若者」「リーダーシップ」をあげておられました。わたくし

も現在の世界の流れからして「女性」「若者」「リーダーシ

ップ」こそ積極的参加の鍵であり、「ロータリーのつながり

」を強め、広め「ロータリーの不思議な力」を大きくする鍵

であると思います。そこで、「地区活動及びクラブサポート

の重点項目」を次の三つとし、皆様とともに取り組んでいき

たいと思います。

　一つ目は「女性会員の増強と女性会員の積極性と帰属意識

とが醸成されるような環境の整備」です。

今、女性の参加と活躍の増進は、色々な分野における多様性

・公平さ・包摂実現の取組みの中で中心的なものとなってい

ます。ロータリーも今まで女性会員の増加には力を入れてき

ましたが、2022-2023年度は加えて、女性会員が「ロータリ

ーはおもしろいな」「ロータリーに入ってよかったな」と思

えるような場や活動などを実現ししていきたい思います。ま

た、ジェニファー・ジョーンズ会長は「大切なのは会員にと

っての快適さと会員への配慮です」と先に紹介しました講演

の中で述べておられますが、責任ある仕事をやってもらうこ

とも含め、女性会員の快適さと女性会員への配慮とに思いを

はせ、女性会員の積極性と帰属意識とが醸成されるような環

境を整備していきたいと思います。

この点「ロータリーの友」2022年4月号の「アンケート・女

性会員に聞きました」という企画の中で、「男性女性を考え

ないクラブがいいです。気遣っていただくことが、居づらく

なることもあります。共に歩むことができればそれが素晴ら

しいことではないでしょうか」という女性会員の声が紹介さ

れていました。ご参考にして頂ければと思います。

　二つめは「青少年活動の活性化」です。

先程述べましたが、私は、サッカーJ1リーグのチームやバス

ケットB2リーグのチームのメディカルサポートをしています

が、それらのチームに若い新しい力が加わった時のチームの

めざましい変貌ぶりをまのあたりにしています。ロータリー

の将来も考えたとき、若い人の積極的参加は、「ロータリー

の不思議な力」を大きくするために不可欠であると思います。

ロータリーは、インターアクト、ローターアクト、RYLA（

ライラ）、国際青少年交換等多彩な青少年関係プログラムを

持っています。これらのプログラムをより充実させ、若い人

の積極的参加を促し、「ロータリーによるつながり」を強く、

広くしていきたいと思います。

　 三つめは「リーダーシップ開発活動の強化」です。

女性会員やローターアクターをはじめ各会員がロータリー

を本当に理解し自発的なモチベーションに基づくリーダー

シップを持てば、各会員はより積極的にその力を発揮し帰

属意識を持って、ロータリーに参加できるようになると思

います。それが、クラブの活性化を促し「ロータリーによ

るつながり」を強く、広くしていくと思います。

リーダーシップ開発ということでは、RLIがあります。

リーダーシップを進めることが出来る潜在能力を有するロ

ータリアンを見出し、ロータリアンにとって重要なリーダ

ーシップ技能と質の高い教育を提供するというRLIの目的に

ついては、私も深く賛同するところであり、RLI活動を活発

化させていきたいと思います。

「地区活動及びクラブサポートの重点項目」については以

上ですが、「重点項目」の基礎は「RI会長テーマ」ですの

で、「重点項目への活動目標」には「RI会長テーマの理解

と促進のサポート」を加えたいと思います。RI会長テーマ

「イマジン・ロータリー」を理解し活用して多様性・公平

さ・包摂を具現化する活動ができるようサポートしたいと

思います。また、目標達成のため全クラブにロータリー賞

への挑戦を推奨したいと思います。何か一つ挑戦していた

だくことでクラブに良い変化が生まれることと思います。

他の「重点項目への活動目標」は「月信7月号」に掲載して

おりますのでご参照下さい。

　「継続的な重要課題への取組み」については、「会員の増強」

「各種寄付の拡充推進サポート・アドバイス」「RLIの活性化」

「ロータリー奉仕デーへの積極的参加」「My Rotaryアカウン

ト登録の増強」「クラブ活動計画策定及びクラブ目標設定の

サポート・アドバイス」の6つとします。詳細は「重点項目へ

の活動目標」と同様「月信7月号」に掲載しておりますのでご

参照下さい。

　 以上今年度の地区方針をお伝えしましたが、皆様に申すま

でもなく各クラブは自治権を有しており、今日迄　貴クラブ

で培われてこられたものを尊重の上地区方針を具現化して頂

ければと思います。

　朝の来ない夜はありません。「ロータリーの不思議な力」

を信じ、この1年　皆様とともに前に進んで行きたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。
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ＲＩ加盟承認
１９９８年９月３０日

■ 国際ロータリー第２７４０地区ガバナー　　　　　　　　　　　上村　春甫
■ 国際ロータリー第２７４０地区第１０グループガバナー補佐　　鶴田　　修
■ 長崎出島ロータリークラブ　　　　　会長：前田　利孝　  幹事：亀川　忠信

■ 例会日：金曜日（１２：３０）
■ 例会場：ホテルニュー長崎　Tel.０９５-８２６-８０００
■ 事務局：〒８５０-０８６２　長崎市出島町１２-２９　夢進ビル２階
　　　　　 Tel.０９５-８２２－９６３２　Fax.０９５－８２６－４７５６
■ 創　立：１９９８.９.４　　■ ＲＩ加盟認証：１９９８.９.３０

会報委員会：阿字野 仁、山口 孝司、池田 久美子、廣高 信彦、堤 祐敬、有馬 裕幸
　   dejimaro@lime.ocn.ne.jp　　　 http://dejimaro.jp/
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また、ジェニファー・ジョーンズ会長は、同じその講演の中

で、「ロータリーの不思議な力」の源泉となる多様性・公平

さ・包摂を踏まえた会員の積極的参加の鍵として「女性」「

若者」「リーダーシップ」をあげておられました。わたくし

も現在の世界の流れからして「女性」「若者」「リーダーシ

ップ」こそ積極的参加の鍵であり、「ロータリーのつながり

」を強め、広め「ロータリーの不思議な力」を大きくする鍵

であると思います。そこで、「地区活動及びクラブサポート

の重点項目」を次の三つとし、皆様とともに取り組んでいき

たいと思います。

　一つ目は「女性会員の増強と女性会員の積極性と帰属意識

とが醸成されるような環境の整備」です。

今、女性の参加と活躍の増進は、色々な分野における多様性

・公平さ・包摂実現の取組みの中で中心的なものとなってい

ます。ロータリーも今まで女性会員の増加には力を入れてき

ましたが、2022-2023年度は加えて、女性会員が「ロータリ

ーはおもしろいな」「ロータリーに入ってよかったな」と思

えるような場や活動などを実現ししていきたい思います。ま

た、ジェニファー・ジョーンズ会長は「大切なのは会員にと

っての快適さと会員への配慮です」と先に紹介しました講演

の中で述べておられますが、責任ある仕事をやってもらうこ

とも含め、女性会員の快適さと女性会員への配慮とに思いを

はせ、女性会員の積極性と帰属意識とが醸成されるような環

境を整備していきたいと思います。

この点「ロータリーの友」2022年4月号の「アンケート・女

性会員に聞きました」という企画の中で、「男性女性を考え

ないクラブがいいです。気遣っていただくことが、居づらく

なることもあります。共に歩むことができればそれが素晴ら

しいことではないでしょうか」という女性会員の声が紹介さ

れていました。ご参考にして頂ければと思います。

　二つめは「青少年活動の活性化」です。

先程述べましたが、私は、サッカーJ1リーグのチームやバス

ケットB2リーグのチームのメディカルサポートをしています

が、それらのチームに若い新しい力が加わった時のチームの

めざましい変貌ぶりをまのあたりにしています。ロータリー

の将来も考えたとき、若い人の積極的参加は、「ロータリー

の不思議な力」を大きくするために不可欠であると思います。

ロータリーは、インターアクト、ローターアクト、RYLA（

ライラ）、国際青少年交換等多彩な青少年関係プログラムを

持っています。これらのプログラムをより充実させ、若い人

の積極的参加を促し、「ロータリーによるつながり」を強く、

広くしていきたいと思います。

　 三つめは「リーダーシップ開発活動の強化」です。

女性会員やローターアクターをはじめ各会員がロータリー

を本当に理解し自発的なモチベーションに基づくリーダー

シップを持てば、各会員はより積極的にその力を発揮し帰

属意識を持って、ロータリーに参加できるようになると思

います。それが、クラブの活性化を促し「ロータリーによ

るつながり」を強く、広くしていくと思います。

リーダーシップ開発ということでは、RLIがあります。

リーダーシップを進めることが出来る潜在能力を有するロ

ータリアンを見出し、ロータリアンにとって重要なリーダ

ーシップ技能と質の高い教育を提供するというRLIの目的に

ついては、私も深く賛同するところであり、RLI活動を活発

化させていきたいと思います。

「地区活動及びクラブサポートの重点項目」については以

上ですが、「重点項目」の基礎は「RI会長テーマ」ですの

で、「重点項目への活動目標」には「RI会長テーマの理解

と促進のサポート」を加えたいと思います。RI会長テーマ

「イマジン・ロータリー」を理解し活用して多様性・公平

さ・包摂を具現化する活動ができるようサポートしたいと

思います。また、目標達成のため全クラブにロータリー賞

への挑戦を推奨したいと思います。何か一つ挑戦していた

だくことでクラブに良い変化が生まれることと思います。

他の「重点項目への活動目標」は「月信7月号」に掲載して

おりますのでご参照下さい。

　「継続的な重要課題への取組み」については、「会員の増強」

「各種寄付の拡充推進サポート・アドバイス」「RLIの活性化」

「ロータリー奉仕デーへの積極的参加」「My Rotaryアカウン

ト登録の増強」「クラブ活動計画策定及びクラブ目標設定の

サポート・アドバイス」の6つとします。詳細は「重点項目へ

の活動目標」と同様「月信7月号」に掲載しておりますのでご

参照下さい。

　 以上今年度の地区方針をお伝えしましたが、皆様に申すま

でもなく各クラブは自治権を有しており、今日迄　貴クラブ

で培われてこられたものを尊重の上地区方針を具現化して頂

ければと思います。

　朝の来ない夜はありません。「ロータリーの不思議な力」

を信じ、この1年　皆様とともに前に進んで行きたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。

　

■バナー贈呈

前田会長より上村ガバナーへ

前田会長より鶴田ガバナー補佐へ

前田会長より山下地区幹事へ

■閉会・点鐘：前田会長
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